
第4回定期演奏会
神奈川大学ギターアンサンブル

於 横浜スカイ劇場 1968-12/5(本 )6.00P M



第 四回定期演 奏 会 に よせ て

年月の経つのは実に早いもので、いつの間にか神大ギターアンサンブルの定期演奏会も第四回目を迎ることに

な った。大学の演奏会は毎年構成メンバーが異なり、それに伴な つて音楽のセンスも年々多少の違いをみせる面

白さがある。過去三回の定期演奏会においても夫々の特色あるプログラムと演奏て仲々面11か つたと記憶してい

る。最近の神大ギターアンサンブルの特徴は一、二年生のフレツシユメン達が張切 つていることだろう。

毎年大勢の新入部員が入部するわけであるが、その人達が定着メンバーに成長する迄には、長い月日を要する。

この間に多くの脱落者を生じてしまぅことが常なのだが、最近はかなり定着率の向上がみられ、平均的技術も伸

びつつあるように思 う。大所帯のことでもあり、種々と異なった意見も百出するだろうから、部をより発展させ

るには苦労も多いだろうが、頑張 つて日本一の部|こ してもらいたい。今夜の演奏会が成巧理に終ることを祈る。

御 拶

部  長 寺

皆様ようこそおいで下さいました。私達神奈川大学ギターアンサンブルも、発足以来今年で7年 目、4度 目の定

期演奏会を迎えるにいた りました。これも先輩諸氏、先生方々の並々ならぬ御協力と御支援によるものであり、

皆様方の御愛顧によるものと存 じ、部員一同深く感謝しております。私達部員も新しい練習方法を行つて 2年 目

その中にあつて日夜アンサンブルの向上、音楽の理解と普及につとめてまいりました,本 日こうして、皆様方に

練習成果を聞いていただける事この上ない喜びでございます。まだ未熟な私達ではありますが部員精一杯の演奏

に素直な御批判御指導をしていただき、今後とも御支援の程宜しくお願い申し上げます。未熟な演奏ではござい

ますが最後までごゆつくり御鑑賞くださいますよう御願い申し上げます。

■1警

生先口山

男一即谷
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山  口  昭  三

1933年、横浜市出身、慶大卒。ギターを小原
安正に師事。現在社団法人日本ギター連盟理事
、音協学園ギター科講師、横浜ギタースクール
主宰。 1967年第 1回 リサイタル、本年11月 2日
第2回 リサイタル、れ卜大ギターアンサンブル講師

副  音「  長

指  揮  者

指 導 者 主 任

マネー ジヤー

/′

会

佐 々 木 光 厳

1938年 、llt須賀可f出 身、ギターを渋谷一雄に

師事。現在社団法人日本ギター連盟専門家会員

産経学同ギター利講師、佐々木光厳ギター教室

主宰。1963年 リサイタル開催。
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教 室
一 生 徒 募 集 一

阿部 門下 原一郎先生

横浜市神奈川区六角橋1-11-18
TEL (491) 5088

神奈川大学通 り

TEL(481)7 203
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教 科 書 。参 考 書

新 刊 書 籍 雑 誌

巌 松堂 圭
日

横浜市神奈川区六角橋 3丁 目23番 10号

TEL(491)9491(代 表 )

質 ディスヵゥント販売

神 奈 川 屋
学生さんの良き御相談相手

神大坂下(481)0011
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曲 目 解 説

★楽興の時 一――シューベル ト

モーメント●ミユージカルというこの曲はギターをこよなく愛したと言われている大作曲家、シユーベル ト

が遠く幼い日の思い出を,と、に描き上げたもの。イ短調で奏され、メランコリツクな旋律が全体を流れる。

★メヌエットーー  ベー トーベン

楽聖ベートーベンが書いた複合二部形式による愛らしい小品。主題は優雅で貴品のある旋律をもち、中間部

のトリオは一変して躍動的に力強く鳴 り響くが、またもとの静けさの中にこの曲は終る。

★二つのギターの為の協奏曲 (二 短調)― 一 ―一A.ビパルディー

バロツク音楽の巨匠、アントニオ・ビバルデイーによるこの協奏曲は、佐″木光厳氏により、本来は「ギター

とビオラ・ グ・モー レの為の協奏曲」というものを編山されたものである。

□第一楽章 (カ ンタビレ)二短調

七つの部分より成り、合奏とデユエ ツトが交互に表われ、 デユエ ツトでは二つのギターのかけあい的な面白

さがある。

□第二楽章 (ラ ルゴ)へ短調

全体を通じ第ニギターのアルペジオの上を、第一ギターがゆ つたりと歌う優しくやわらかい山である。

□第二楽章 (ア レグロ)二短調

短調ではあるが三つの楽章のうち最も活気に満ち、最後を飾るにふさわしいい華やかな山である。

プレリュー ドーーーーーーーーーーーーA.ビパルディー

バロツタの巨匠、 A.ビバルデイーの「ハープシヨー ドの為のソナタ第8番」のことであり、 二短調で書かれて

いる典雅な曲である。

ソナターーーーーーーーーーーーーーー D.ス ヵルフッァィ

D.ス ヵルラツテイは、2部形式のソナタを数多く書き残している。この時代のソナタは、いわゆるソナタ形式

のソナタではなく、単に、器楽曲という意味より持たない。このソナタは 卜長調のもので、ギターソロとして

もしばしば演奏される山である。

エル・ ピアーノ0モルノー ーーーー 編曲レン・ ウイリアムス

スペイン民謡を素材にアレンジされた小品で、ホ短調で書かれている。マラゲーニアのリズムを基にして、

歯切れよく奏される。

社団法人 日本 ギター連盟公認

横浜ギタースクール
(COffee and tea>

憩 いのムー ド

講師 山口昭三  佐々木光厳

―一生 徒 募 集一一

入学随時     桜木町駅前

問合せTEL(681)6575進 交会館

えヽ リ ー

TEL(481)6476
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圃

日

渋谷まで足をのばして下さい。

どんな安 いギターでも5,00011∫ 以上 もするのです。

5,000円 な ら、ちょっ とまとまったお金です。

大事なお金は有効 にお使 い下 さい。

渋谷のギタルラ社 は日本一の ギターの綜合専 門店 です。

5000円 か ′,30,000円 迄厳重 な検謂1を 通ったギターで ‐
llNで す

か ′)理想的 なお買物 が出来 ます。

楽器 も備 品 も豊富 です。

渋谷駅 か すp歩 いて 4分 、宮下公障|の 真 ン前です。 、

でんわ (409)3395～ 6

日曜定休・営業時間10時 ～ 7時

現ぎ電IEヨ 社
渋 谷区渋 谷 1-23-21

□

回

★

☆

★

指先に魂 をこめてヤマハは美 しし土
日 を倉J 造 しま した

精緻 をきわめた手づ くりのギター

OC・3¥30,000

0C・5¥55,000

YAMAHA CLASS:G

CC″ 鴇Q∞Oc00c
グラン ドコンサー トギター

楽器づ くりの名人が、

ひとつひとつ手でけず り、

磨 きあげた芸術品です.

CCa10(二嘱「島P鍵
`「

il GUITARS

個)YAMAHA
日 本 楽 器 横 浜 店

横 浜 市 西 区 南 幸 2-15 !0
TEL横

'兵

045(3H)1201
★ 定 休 日 は 火 曜 日 で す

‰診□
出
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